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平
成
22
年
５
月
27
日
（
木
） 

 
 

 
 

 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル

会
員 

66
名 

出
席
計
算
数 60

名
中
49
名
出
席 

出
席
率
81
・
67
％ 

前
々
回
出
席
率
89
・
66
％ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 
「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

指 

揮 

者 

岩
崎 

征
一 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

元
大
須
Ｒ
Ｃ
会
員 
後
藤 

民
夫
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

後
藤
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
藤 

 
明 

後
藤
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
卓
話

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
田 

隆
彦 

後
藤
さ
ん
、
卓
話
楽
し
み
で
す
。 

 
 

 
 

太
田 

 

裕
・
小
島 

雅
尚 

小
島
雅
尚
君
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
後
藤
民
夫
君
、
お
久
し
振
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神
田 

 

憲 

お
久
し
ぶ
り
で
す
。 

 

飯
田 

昭
夫

出
張
続
き
で
来
月
欠
席
が
増
え
ま
す
。

す
み
ま
せ
ん
。 

 
 

 

柴
岡 

正
将 

草
野
先
生
・
川
畑
さ
ん
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

木
村 

光
徳 

娘
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
多
数
お
越
し
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

様
で
盛
況
で
し
た
。 

 

神
野 

邦
利 

 

会
長
挨
拶 

 

会
長 

内
藤 

 

明 

皆
さ
ん
、
今
日
は
。
早
い
も
の
で
今

年
度
も
残
り
１
ヶ
月
少
々
に
な
り
ま
し

た
。
５
月
20
日
に
は
名
古
屋
瑞
穂
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
30
周
年
の
会
に
幹

事
と
出
席
し
ま
し
た
。
明
日
28
日
は
中

部
名
古
屋
み
ら
い
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
１
周
年
の
会
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の

所
周
年
の
会
の
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。 

さ
て
皆
さ
ん
は
お
参
り
を
さ
れ
る
時
、

お
線
香
を
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

普
通
家
庭
で
使
わ
れ
る
の
は
、
14
～
15

㎝
の
毎
日
香
の
よ
う
な
お
線
香
と
思
い

ま
す
。
あ
の
長
さ
が
14
～
15
㎝
の
お

線
香
は
実
は
家
庭
使
い
の
略
式
的
な
物

で
す
。
正
式
な
お
線
香
は
長
さ
が
倍
の

30
㎝
位
あ
る
物
で
す
。
こ
ち
ら
は
よ
く

皆
さ
ん
が
お
通
夜
や
葬
儀
や
法
要
等
に

行
か
れ
る
時
に
お
供
え
と
し
て
持
っ
て

行
か
れ
る
、
桐
の
箱
等
に
は
い
っ
た
お

線
香
で
す
。進
物
用
で
正
式
な
物
で
す
。

で
す
か
ら
こ
の
長
さ
の
お
線
香
は
お
寺

の
本
堂
で
お
坊
様
が
使
わ
れ
た
り
、又
、

一
本
燃
え
つ
き
る
時
間
が
ほ
ぼ
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、
座
禅
を
す
る
時
立
て
て

時
間
を
計
っ
た
り
す
る
の
に
使
い
ま
す
。

同
様
に
、
時
間
を
計
る
と
言
う
事
で
芸

者
さ
ん
の
一
つ
の
座
敷
の
時
間
を
計
る

の
に
も
線
香
を
使
い
ま
す
。
そ
の
名
残

り
で
芸
者
さ
ん
の 

料
金
を
今
で
も
線 

香
代
と
言
っ
た
り 

し
ま
す
。 

 

元
会
員
卓
話 

「
日
本
航
空 

腐
っ
た
太
陽
」 

後
藤 

民
夫
さ
ん        

 

卓
話
を
頼
ま
れ
ま
し
て
迷
い
ま
し
た

が
、
話
が
う
ま
く
な
く
て
も
、
ま
と
ま

ら
な
く
て
も
、
過
去
23
年
間
に
私
と
日

本
航
空
の
間
に
起
き
た
事
は
、
ど
う
受

け
取
ら
れ
る
か
は
別
に
し
て
、
お
伝
え

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。 

日
本
一
の
航
空
会
社
と
闘
い
続
け
て
、

悪
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

い
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。 

い
い
こ
と
の
中
の
ひ
と
つ
は
、
小
京

都
と
呼
ば
れ
る
島
根
県
津
和
野
で
１
２

０
０
０
坪
の
果
樹
園
を
引
き
継
い
だ
こ

と
で
す
。
前
の
オ
ー
ナ
ー
が
40
年
以
上

前
に
開
墾
し
て
、
桃
、
プ
ラ
ム
、
柿
、

梅
、
ゆ
ず
、
山
桃
の
果
樹
が
千
数
百
本

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
引
き
継
い
で
今

年
で
４
年
目
、
農
業
学
校
へ
通
い
な
が

ら
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
が
、
き
じ
の

卵
を
見
つ
け
て
孵
化
さ
せ
た
り
、
毎
日

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
農
作
業
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

今
は
東
京
半
分
、
津
和
野
半
分
の
生

活
で
す
が
、日
本
航
空
が
片
付
き
次
第
、

津
和
野
に
常
駐
す
る
予
定
で
す
が
、
そ

れ
を
左
右
す
る
の
が
こ
れ
か
ら
発
表
す

る
、
私
自
身
が
日
本
航
空
の
個
人
株
主

と
し
て
作
成
し
た
再
生
計
画
書
で
す
。 

企
業
再
生
支
援
機
構
と
私
自
身
の
知

恵
比
べ
で
す
。
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
一
読

下
さ
い 

《
日
本
航
空
再
生
計
画
》 

１
．
買
い
や
す
い
、
売
り
や
す
い
運
賃

設
定
。 

２
．
乗
っ
て
楽
し
い
航
空
会
社
。
乗
り

た
く
な
る
航
空
会
社
を
目
指
す
。 

３
．
運
賃
を
半
額
に
し
て
、
乗
客
１
０

倍
を
目
指
す
。 

４
．
国
内
線
運
賃
は
、
長
距
離
１
３
０

０
０
円
、中
距
離
１
０
０
０
０
円
、

短
距
離
７
０
０
０
円
に
統
一
。 

５
． 

新
幹
線
よ
り
安
い
運
賃
を
目
指
す
。 

６
．
機
種
を
長
距
離
、
中
距
離
、
短
距

離
用
の
３
機
種
に
揃
え
る
。 

７
．
３
０
０
名
、
１
５
０
名
、
５
０
名

定
員
で
効
率
の
い
い
路
線
拡
充
。 

８
．
地
方
路
線
を
充
実
し
て
、
幹
線
へ

の
相
乗
効
果
を
狙
い
な
が
ら
、
地

方
を
活
性
化
さ
せ
る
。  

９
．
札
幌
、
茨
城
、
静
岡
、
中
部
国
際
、

関
西
、
佐
賀
、
鹿
児
島
、
沖
縄
を

ハ
ブ
空
港
と
す
る
。  

10
．
全
国
１
万
以
上
の
旅
行
会
社
に
相

応
な
手
数
料
を
払
い
、
市
場
の
拡

大
に
協
力
し
て
も
ら
う
。 

11
．全
国
１
０
０
の
空
港
と
手
を
結
び
、
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地
方
自
治
体
と
密
接
な
関
係
を
つ

く
る
。 

12
．
国
際
線
は
幹
線
以
外
は
コ
ー
ド
シ

ェ
ア
ー
を
拡
充
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
広
げ
る
。  

13
．
旅
行
会
社
へ
の
不
透
明
な
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
を
廃
止
し
て
、
特
定
の
旅

行
社
と
の
癒
着
を
防
ぐ
。 

14
．
卸
値
を
社
内
で
透
明
化
し
て
、
腐

敗
を
防
ぐ
。 

15
．
航
空
法
を
遵
守
し
た
航
空
券
の
発

券
。 

16
．
宗
教
団
体
、
大
手
企
業
へ
の
各
種

優
待
券
の
廃
止
。 

17
．
役
人
、
マ
ス
コ
ミ
等
特
定
の
人
々

へ
の
、
不
明
朗
な
優
待
を
禁
止
。 

18
．売
上
報
告
を
社
内
で
共
有
化
し
て
、

素
早
い
軌
道
修
正
。 

19
．
路
線
別
の
採
算
、
月
々
の
損
益
が

届
く
の
に
２
ヶ
月
か
か
る
の
を
、

翌
日
に
す
る
。  

20
．
八
百
屋
が
経
営
で
き
る
経
営
陣
に

刷
新
す
る
。 

21
．
責
任
体
制
を
明
確
に
す
る
。 

22
．
社
内
の
泥
棒
は
隠
蔽
し
な
い
で
、

警
察
に
突
き
出
す 

23
．
パ
イ
ロ
ッ
ト
も
機
内
清
掃
を
手
伝

う
、
助
け
合
い
精
神
を
育
て
る
。 

24
．子
会
社
、
関
連
会
社
を
整
理
し
て
、

身
軽
な
経
営
体
制
に
す
る
。 

25
．
経
営
内
容
に
相
応
し
い
給
与
体
系

を
つ
く
る
。 

26
．
ス
ト
ラ
イ
キ
を
恐
れ
な
い
経
営
体

質
に
す
る
。 

27
．
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

の
タ
ク
シ
ー
送
迎
を
廃
止
。 

28
．
社
員
、
Ｏ
Ｂ
の
無
料
優
待
券
を
廃

止
し
て
半
額
に
し
、
本
人
の
み
利

用
可
能
と
す
る  

29
．
旧
経
営
陣
の
責
任
を
追
及
し
て
、

過
去
と
決
別
す
る
。 

30
．
残
っ
て
い
る
旧
経
営
陣
の
追
放
。 

31
．
日
本
航
空
の
一
番
の
フ
ァ
ン
で
あ

り
顧
客
で
あ
る
、
個
人
株
主
を
大

切
に
す
る
。 

32
．明
る
く
、
楽
し
い
、
公
明
正
大
な
、

就
職
希
望
会
社
の
一
位
を
奪
回
す

る
。 

33
．
日
本
一
、
世
界
一
の
航
空
会
社
を

目
指
す
。 

       

『
友
』
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
速
報 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
変
化
を
肌
で
体
験 

ア
ジ
ア
、
南
米
、
ア
フ
リ
カ
の
一
部

に
あ
る
発
展
途
上
国
の
生
活
水
準
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
際

関
係
も
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る

と
、
カ
ナ
ダ
人
の
外
交
官
、
ド
ナ
ル
ド
・

ボ
ビ
ア
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
増
え
続
け
る
中
層

階
級
を
豊
か
な
国
々
が
受
け
入
れ
て
い

く
中
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、
効
果
的

な
発
展
援
助
が
で
き
る
経
験
と
構
造
が

備
わ
っ
て
い
る
」
こ
う
話
す
ボ
ビ
ア
ッ

シ
ュ
さ
ん
は
、
元
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
国

際
親
善
奨
学
生
で
す
。  

「
ロ
ー
タ
リ
ー
は
国
際
性
の
極
め
て

豊
か
な
組
織
で
す
。
人
種
、
宗
教
、
富

む
者
と
貧
し
い
者
、
東
洋
と
西
洋
を
つ

な
ぐ
懸
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、

カ
ナ
ダ
の
外
務
・
国
際
貿
易
省
の
ア
フ

リ
カ
担
当
責
任
者
で
あ
る
ボ
ビ
ア
ッ
シ

ュ
さ
ん
は
述
べ
ま
す
。「
数
十
年
も
の
間
、

先
進
国
に
あ
る
何
千
も
の
ク
ラ
ブ
が
、

発
展
途
上
国
の
ク
ラ
ブ
と
協
力
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
識
字
率
を
向

上
し
た
り
、
健
康
を
改
善
し
た
り
、
平

和
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
こ
そ
、

ロ
ー
タ
リ
ー
が
い
か
に
人
々
の
生
活
を

改
善
で
き
る
か
を
示
す
最
高
の
例
で
す
」  

イ
ン
ド
と
中
国
は
、
特
に
顕
著
な
変

容
を
遂
げ
た
と
ボ
ビ
ア
ッ
シ
ュ
さ
ん
は

言
い
ま
す
。
こ
れ
ら
２
国
は
、
世
界
の

貧
困
国
の
中
か
ら
経
済
大
国
と
し
て
頭

角
を
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ア
フ
リ
カ

で
は
、
多
く
の
諸
国
が
現
在
も
脆
弱
で

あ
る
一
方
、
急
速
に
発
展
を
遂
げ
て
い

る
国
も
存
在
す
る
、
と
話
し
ま
す
。  

「
絶
え
ず
新
し
い
国
に
目
を
向
け
、

新
た
な
問
題
に
挑
戦
で
き
る
こ
と
が
、

国
際
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
の
醍
醐

味
」
と
話
す
ボ
ビ
ア
ッ
シ
ュ
さ
ん
。「
テ

ー
マ
は
い
つ
も
大
体
同
じ
で
す
が
、
イ

ン
ド
や
中
国
な
ど
、
貧
し
か
っ
た
発
展

途
上
国
が
パ
ワ
フ
ル
な
大
国
に
変
わ
る

な
ど
、
国
際
関
係
で
は
常
に
新
し
い
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
」  

外
交
官
を
本
職
と
す
る
ボ
ビ
ア
ッ
シ 

ュ
さ
ん
は
、
仕
事 

で
世
界
中
を
飛
び 

ま
わ
り
、
発
展
途 

上
国
同
士
が
相
互 

に
経
済
発
展
を
サ 

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
援
助
し
て
き
ま
し

た
。
１
９
８
９
年
に
は
、
カ
ナ
ダ
の
外

務
・
国
際
貿
易
省
に
入
省
し
、
日
本
と

パ
キ
ス
タ
ン
で
の
外
交
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
南
ア
ジ

ア
関
係
、発
展
途
上
国
と
の
経
済
関
係
、

南
米
関
係
、
国
際
組
織
、
フ
ラ
ン
コ
フ

ォ
ニ
ー
国
際
組
織
（
フ
ラ
ン
ス
語
使
用

国
か
ら
成
る
グ
ル
ー
プ
）
を
含
め
、
政

策
計
画
を
担
当
す
る
部
門
で
も
働
い
て

き
ま
し
た
。  

ロ
ー
ズ
奨
学
生
と
し
て
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
か
ら
国
際
関
係
の
博
士
号

を
取
得
し
た
ボ
ビ
ア
ッ
シ
ュ
さ
ん
。
外

交
官
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
ロ
ー
タ

リ
ー
奨
学
生
と
し
て
ア
フ
リ
カ
に
留
学

し
た
と
き
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。当
初
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
よ
う
と
計
画
し

て
い
ま
し
た
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
セ

ネ
ガ
ル
へ
の
留
学
を
指
定
さ
れ
、
そ
こ

で
過
ご
し
た
１
年
間
が
人
生
の
転
機
と

な
っ
た
、
と
言
い
ま
す
。   

「
ロ
ー
タ
リ
ー
奨
学
金
の
素
晴
ら
し

い
点
は
、
普
通
な
ら
一
生
見
る
こ
と
の

な
い
よ
う
な
国
に
留
学
す
る
機
会
を
学

生
に
与
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
発
展
途

上
国
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
開
発
、

政
治
、
文
化
な
ど
の
面
で
、
現
地
に
住

ま
な
い
限
り
決
し
て
得
ら
れ
な
い
よ
う

な
洞
察
力
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」  

世
界
を
旅
し
て
回
る
こ
と
は
、
カ
ナ

ダ
、
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
州
に
あ
る
小
さ

な
町
近
く
の
家
族
農
場
で
育
っ
た
彼
の

夢
で
し
た
。  

「
ロ
ー
タ
リ
ー
が
世
界
へ
の
扉
を
開

い
て
く
れ
た
」と
ボ
ビ
ア
ッ
シ
ュ
さ
ん
。

「
セ
ネ
ガ
ル
で
は
、
ク
ラ
ブ
を
訪
問
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
や
学
問
界
、
富
裕
層

や
貧
困
層
な
ど
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

層
の
人
々
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
大

変
充
実
し
た
１
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

あ
る
意
味
、
各
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
社
会
の
縮
図
と
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
」  

RI

国
際
大
会
の
直
前
、
６
月
19
日

に
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
か
れ
る
ロ
ー

タ
リ
ー
学
友
祝
賀
行
事
で
、
ボ
ビ
ア
ッ

シ
ュ
さ
ん
が
講
演
を
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

６
月
10
日
（
木
）
例
会
の
案
内  

卓 
 

話 

「
森
へ
行
き
ま
し
ょ
う
」 

 

猿
投
の
森
づ
く
り
の
会 

 
 

 
 

会 

長 

小
川 

 

務
さ
ん  

紹
介
者 

前
田 

隆
久
さ
ん  

６
月
17
日
（
木
）
例
会
の
案
内  

例
会
変
更 

６
月
18
日
（
金
） 

最
終
夜
間
例
会 

 

於 

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
イ
ン
名
古
屋 

２
Ｆ
「
錦
の
間
」 

 
 

 

広
報
委
員
会 

 

吉
田 

明
夫
・
近
藤 

明
美 

横
内 

 

恭
・
浅
井 

隆
宣 

音羽出版 より 
 （２００８年１月）


